
皆様に知ってもらいたい寄附金の使い道

旭川市科学館サイパルでは、展示を体験した子どもたちが「なぜだろう」と考えたり、ふしぎに感じることで,創造力や発想力を高め、将来の STEAM人材として活躍するきっかけと
なることを目指しています。

子どもたちが、寄附金で導入した展示機器や事業を体験し、たくさんのふしぎに出会い、原理や仕組みに疑問を持つことで、科学を学び知識を芽吹かせるはじめの一歩となりま
す。

科学（science）・技術（technology）・工学（engineering）・アート（arts）・数学（mathematics）を使いこなす、現代に求められる理系人材です。
科学館では展示体験・事業参加を通じ、STEAM人材育成をサポートします。

新たな常設展示や・新規の事業に取り組むため，令和２年度に創設されました。
・基金の活用実績
（令和 3年度）常設展示「いまの地球とみらいの地球」「錯覚いろいろコーナー」新設，ものづくり事業「テックラボ」開始
（令和 4年度）特別展「恐竜ワールド」の開催，錯覚関連事業「錯視はかせの講演会」開催。
（令和 5年度）未来の生活をテーマとした常設展示コーナー「10TOWN」を新設
（令和 6年度）錯覚をテーマとした展示コーナーの新設準備

皆様からの寄附金は、子どもたちが楽しみながら興味を持って学ぶことができる展示やプラネタリウムの機器の導入や更新、特別展・企画展、各種講座等を開催するための経費
の一部として活用させていただきます。

旭川市科学館 電話 0166-31-3186
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学びの原動力はいつだって「ふしぎ」


